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ドジョウMisgurnus anguillicaudatusに 寄生す

るMetagonimus属 吸虫metacercariaを ニ ワトリ,

メジロおよびカナリアに投与し,そ の腸内に発育 し

た吸虫と ラット感染吸虫との 比較観察を おこなつ

た.

実験材料ならびに実験方法

実験材料として ドジョウは広島県芦田川流域用水

路に棲息する体長7.5cm(体 重28g)か ら体長14.3

cm(体 重46g)ま での もの20尾.

感染試験にはニワ トリ(雑種),体 重250gか ら325g

までのもの5羽.カ ナリア(ロ ーラー),体 重82gと

88gの2羽.メ ジロ,体 重46gと48gの2羽.以 上

9羽 の鳥類をもちい,対 照として ラット5匹,体 重

98gよ り120gの ものを もちいた.

実験方法 としては ドジョウを 鱗片部(鰭 をふく

む),筋 肉部および内臓部に分けてそれぞれを人工

胃液消化法1)により寄生metacercariaの 種 類および

寄生数を しらべた.こ こからえたMetagonimus属

吸虫metacercariaの 一定数(50個)を 実験動物に

経口的にあたえ一定期間後解剖直ちに腸内容の顕微

鏡的検査をおこない感染虫体数,寄 生部位,虫 体成

熟度,子 宮内卵子数,虫 卵成熟度,排 卵開始日およ

び 卵 子 の形 態 に つ い て 観察 し,さ らに 宿 主 の 相 違 に

よ る吸 虫 発育 速 度 の 差異 に つ い て し らべ た.実 験 動

物 は 感 染試 験 前 に 糞 便 塗抹 検 査 に よ り寄 生 虫 卵 陰性

で あ る こ とを た しか めた.解 剖 後 は腸 の 長 短 を とわ

ず小 腸 を7等 分 して 第1区 よ り第7区 ま で と し各 区

に つ い て の虫 体 数 を か ぞ え た.虫 体 の 計測 は3%ホ

ル マ リン水 固定 後24時 間 以 内 に お こなつ た.

実 験 成 績

(1)ド ジ ョウ に お け るmetacercariaの 分 布 状

態.(第1表)20尾 の ドジ ョウ の検 査 にお い てMata

gonimue属 が 最 も多 く1尾 平 均 鱗 片 部 に18.8個,鰓

に3.1個,筋 肉部 に2.8個,腹 腔 内 に は み とめ な かつ

た.次 に多 い の はCentrocestus属 で 鯛 内にCentro

cestus nycticoracis 5.1個 を み と めた .最 も少 い

Echinostoma科 に お い て は 鰓 にEchixostoma

 cinetorchis 1.6個 とEchinochasmus periforiatus

 0.9個 を み とめ,腹 腔 内腸 間 膜 部 に はEchinostoma 

hortense 2.5個 を み とめた.以 上 よ り ドジ ョウ1尾

に み とめ られたmetacercariaの 数 はMetagonimus

属24.8個, Centrocestus属5.1個, Echinoetma科4.9

個 の 順 で あ る.ま た ドジ ョウ1尾 か らみ とめ られた

Metagonimus属 の 最 多 数 は64個,最 少 数 は3個,

 Centrocestus属 で は最 多15個,最 少0個, Echino

stoma科 の もので は最 多12個,最 少0個 で あ つ た,
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第1表　 ドジ ョウ に寄 生 す るmetacercariaの 分 布 状 態

(2) Metagonimus属 吸 虫metacercariaの 形 態.

鱗 片 寄 生 の もの(写 真1)は 類 円形 が多 く,大 き さ

100個 平 均0.136×0.120mm .鰭 寄 生 の もの は楕 円形,

大 き さ平 均0.135×0.105mm.尾 部 寄 生 の もの も楕

円形,大 き さ平 均0.138×0.103mm,筋 肉 部 寄 生 の も

の は 円形,大 き さ平 均0.137×0.136mm .幼 虫 は

cystの 内で 体 を2つ に 曲 げて(写 真2),時 々 ゆ る

や か に 回 旋 運 動 を な して い る.口 吸 盤,咽 頭,食 道,

腸 管,排 泄 嚢 お よび 皮 棘 を 有 し排 泄 嚢 は濃 く楕 円形

そ の 内 に小 球状 体 を 有 して い る.

(3)感 染 試 験 の成 績:各 実 験 動 物 にMetsgoni

mus属metacercariaを50個 ず つ経 口 的 に投 与 ,一

定 期 間 後 解 剖 した結 果(第2表),ニ ワ ト リで は平

均6.4隻,カ ナ リアで は6隻,メ ジ ロで は1.5隻 が感

染 して い た が,ラ ッ トに おい て は平 均17隻 の感 染 で

あ つ た.投 与metacercaria数(50個)に 対 す る感 染

率 はは ラ ッ ト37%,ニ ワ ト リ12.8%,カ ナ リア12%,

メ ジ ロ3%の 順で あ る.虫 体 寄生 部 位 に つ い て は感

染 初 期で は ニ ワ トリ,カ ナ リア,ラ ッ トは と もに 小

腸 上 部.中 部 に多 く,日 が た つ につ れ て小 腸 中 部.

下 部 に多 くな る.殊 に第4区,第5区,第6区 に 多

い.メ ジ ロに おい て は感 染 率 が 低 く寄 生 部 位 も小 腸

下 部 で あつ た.

(4)虫 体 の 形 態.(第3表)

1.ニ ワ ト リ1号(metacercaria投 与 後2日 目)よ

り検 出 した 吸 虫(写 真3)は 虫 体 の大 き さ平 均0.38

5×0.185mm虫 卵 を 有 せ ず 両 睾 丸 部 が かす か に判 別

し う る.

2.ニ ワ トリ2号(metacercaria投 与 後4日 目)に

お い て は(写 真4)口 吸 盤,咽 頭,卵 巣,両 睾 丸 お
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第2表　 動 物 実 驗 成 績,

よ び 生 殖 盤 腹 吸 盤 装 置を よ く判 別 しう る が未 だ 卵 子

の形 成 は み られ な い.

3.ニ ワ ト リ3号(metacercaria投 与 後6日 目)各

臓 器 の発 育著 明,殊 に 両 睾 丸.(左 睾 丸0.110×0.130

mm,右 睾 丸0.120×0.160mm)の 発 育著 明,子 宮 内

未 着 色 卵3個,着 色 卵 な し.虫 体 の大 き さ0.640×

0.254mm.

4.ニ ワ 卜 リ4号(metacercaria投 与 後8日 目)臓

器 の 発 育 著 明,虫 体 の大 き さ0.685×0.284mm(写

真9).子 宮 内 卵 子 は未 着 色 卵25個,着 色 卵4個,

合 計29個.

5.ニ ワ トリ5号(metacercaria投 与 後10日 目)虫

体 著 し く発育(写 真8)大 き さ0.682×0.290mm.

子 宮 内 卵子 は 未 着 色 卵45個,着 色 卵38個,合 計83

個.

6.カ ナ リア1号(metacercaria投 与 後23日 目)7

虫 体 平 均 の大 き さ0.650×0.462mm,口 吸盤0.062

×0.052mm,咽 頭0.033×0.043mm,卵 巣0.102×

0.102mm,生 殖 盤 腹 吸盤 装 置0.062×0.052,(写 真

6)

7.カ ナ リア2号(metacercaria投 与 後28日 目)5

虫 体 の大 き さ平 均0.842×0.523mm,口 吸 盤0.062

×0.058mm,咽 頭0.053×0.050mm,卵 巣0.105×

0.105mm,生 殖 盤 腹 吸 盤 装 置0.052×0.088mm,左

睾 丸0.155×0.172mm,右 簿 丸0.156×0.182mm.

(写 真7)

8.メ ジ ロ1号(metacercaria投 与 後2日 目)1虫

体 の み 検 出.虫 体 の 大 き さ0.332×0.155mm,口 吸

盤0.050×0.050mm.卵 巣,睾 丸,生 殖 盤 腹 吸 盤 装

置 の 発 育 不良.虫 卵 な し.

9.メ ジ ロ2号(metacercaria投 与後10日 目)2虫

体検 出.大 き さ平 均0.475×0.285mm,(写 真5)

口 吸盤0.060×0.050mm,咽 頭0.040×0.020mm,

卵巣0.050×0.050mm,生 殖 盤 腹 吸盤 装 置0.040×

0.060mm,左 睾 丸0.110×0.125mm,右 睾 丸0.110

×0.125mm.未 着 色 卵13個,着 色 卵 な し.

(5)排 卵 開 始 日.各 実 験 動 物 につ い て糞 便塗 抹

検 査 に よ り排 卵開 始 日を み る と,ラ ッ トは9日 目,

ニ ワ トリは10日 目,カ ナ リア は18日 目で あつ た が,

メ ジ ロ にお い て はmetacercaria投 与 後10日 目(解

剖 日)に い た る も排 卵 を み な かつ た.

(6)卵 子 の 形 態.各 宿 主 内 成 熟 虫 体 の子 宮 内 に

あ る成 熟 卵 は 小 判 形,卵 殻 の 上 部 に 小 蓋 が あ り,そ

の 接続 部 は 隆 起 せ ず,内 容 は ミラ チヂ ウ ムで あ る.

卵 子 の大 き さを 計測 す るの に(第1図)卵 子 の 上 方

4分 の1の 部 位 の横 径 をA,中 央 部 横 径 をB,下 方

4分 の1の 部 位 の横 径 をC,長 径 をDの4部 位 にわ

け て測 定 した る結 果200個 平 均Aは0.0192mm, B

は0.0205mm, Cは0.0194mm, Dは0.0324mmで

あ つ た.こ の 値 をBを1,000と して 各 部 位 の比 率 を
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第3表　 ニワトリとラツ トにおけるメタゴニムス属吸虫の発育比較mm

未(未 着色卵)着(着 色卵)計(合 計)

求 め る とAは0.923, Cは0.932, Dは1.557と なつ た.

第1図　 メ タ ゴニ ム ス属 吸 虫卵 の4部 位 測 定法

考 察

横川(1911)2)が 台湾においてアユを中間宿主とす

る横川吸虫を発見以来,小 林(1912)3),山 口(191

8)4),安 藤 ・岩 松(1924)5)ら に よ りそ の 生 活 史,形

態 が次 第 に あ き らか に され て来 た.中 間 宿 主 も ア ユ

以 外 に桂 田(1912)6)の ヤ リタ ナ ゴ ・モ ツ ゴ ・ア ブ

ラハ ヤ ・カ ワ ム ツ ・コ イ,恩 知 ・西 尾(1915)7)の

ボ ラ ・マ ハ ゼ,武 藤(1917)8)の アメ ノウ オ ・ギ ギ

・アブ ラボ テ ・ヒガ イ
,安 藤(1922)9)の タ モ ローコ

な ど14科50種 近 くが知 られ るに い た つ た.こ れ らに

寄 生 す る もの は す べ て 同一 種 の 横 川 吸 虫 と考 え られ

て い た が 高橋(1929)10)は ア ユ 以 外 の コ イ,フ ナ に

寄 生 す るMetgaonimus属 吸 虫 は ア ユ に 寄 生 す る も

の よ り種 々の 形 態 的 差 異 が あ り,殊 に そ の 卵子 の

大 き さが 長 径0.033 (0.030-0.036)mm,最 大 幅 径

0.021 (0.018-0.023)mmで あ りア ユ に 寄 生 す る横

川 吸 虫 の 卵 子 は 長 径0.030 (0.028-0.032)mm,

最 大 幅 径0.018 (0.016-0.018)mmで あ るか ら前

者 の 卵子 の大 な る事 を 観 察 し鈴 木(1930)に よ り
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Metagonimus yokogawai takahashii高 橋 吸 虫 と

命 名 され た.そ の後,古 賀(1938)11),高 亀(1939)12)

は ウグ イか ら,森(1957)13)は シ ラ ウオ か ら大 卵型

の 横 川 吸 虫 を み とめ て い る.ま た 越 智(1957)14),

坂 井(1962)15),浅 田 ・岡 橋 ら(1964)16)は 人体 駆 虫

に よ り高 橋 吸 虫 を 見 出 して い る.し か しな が ら この

高 橋 吸 虫 と横 川 吸虫 の異 同 問題 に つ い て は異 説 もあ

り岡 部(1940)17)はmetacaercariaの み で は 両 者 の 鑑

別 は不 可 能 とな し,小 宮 ら(1958)18)は シ ラ ウオ に み

られ るMetagonimus属 吸 虫 を 横 川 吸 虫 と同 定 し,横

川 ・佐 野 ら(1962)19)は 両 種 吸 虫 卵 を 比 較 す る場 合

横 径 を 重 視 し,ウ グ イか ら得 たMetagonimus属met

acercariaは 動 物 実 験 の 結 果,虫 卵 の大 き さ0.029

 (0.026-0.034)mm×0.017(0.012-0.018)mm

で 横 川 吸 虫 で あ る と同 定 した.坪 田 ら(1964)20)は

両 吸 虫 卵 子 の 卵 殻 構 造 を電 顕 的 に 観 察 し卵殻 構 造 上

か ら両 者 を 区 別 す る事 は不 可 能 で あ る と発表 した.

ま た 横 川(1965)21)は 両 吸虫 の成 虫 を区 別 す る理 由

は 殆 ん どみ あ た らず 一 応 高 橋 吸虫 を横 川 吸虫 の 亜 種

と して お くと述 べ て い る.

芦 田 川 産 ドジ ョウ に寄 生 す るmetacercariaを 調

査 した 所Metagonimus属, Centrocestus armatus,

 Echinostoma hortense,　 Echinostoma　 cinetorchisお

よ びEchinochasmus　 periforiatusの5種 類 のmete

cercariaを 得 た.こ の 内最 も多 い もの はMetangoni

mus属 で あ り主 と して 鱗 片 部 寄 生 で あ る,ア ユ ・フ ナ

・ボ ラに お い て も同 様 に鱗 片 部 に多 い, Centrocestus

 armadusは 鰓 に 多 く, Echinostoma hortenseは 腹 腔

内腸 間膜 部 に, Echinostoma cinetarchis, Echinocha

smus periforiatusは 鰓 に寄 生 す る,こ のMetagonimus

属 吸 虫metacercariaア ユ は に寄 生 す るmetacercaria

に比 して 形 態 的 の 差 異 は み とめ られ な い.そ の大 き

さ は 古賀(1938)11)が ドジ ョウに寄 生 す る もの を測

定 して0.147×0.140mm,ウ グ イ鱗 片 寄:生で0.171

×0.160mmの 結 果 を え,堀(1965)22)は シ ラウ オ寄

生 の もの で0.175×0.156mm,著 者 が 尼 ケ崎 市 庄 下

川 産 フ ナ の鱗 片 寄 生 の も ので0.162×0.146mm,島

根 県 鹿 足 郡 柿,木 村 産 ウ グイ 鱗 片 寄 生 の もの で0.1

71×0.157mmの 結 果 を 得 て い るの に 比 して 今 回 の

ドジ ョウ鱗 片 部 寄 生 の もの は0.136×0.120mmで あ

つ た か ら前 記 い つ れ の もの よ り も小 さい.

Metagonimue属 吸 虫 の 自然 的終 末 宿 主 と して は ヒ

トの 他 は イ ヌ ・ネ コ ・ブ タ ・タ ヌ キ ・テ ン ・イ タ チ

・カ ワ ネ ズ ミの外,鳥 類 と して は浅 田(1927)23)の

トラツ グ ミ,山 口(1939)24)の トビで あ る.か つ て

鳥類を感染試験に もちいたのは具島(1939)25)の ヒ

ヨコのみであつた.今 回,前 記Metagonimus属 吸

虫metacercariaを ニ ワトリ(親 鳥),カ ナ リア,メ

ジロに経口的に投与 した所,投 与metacercaria数

(50個)に 対 して3-12.8%の 感染結果をえた.こ

れは対照として感染させたラットの感染率34%に 比

して低率であり虫体の発育速度をみて も(第3表)

ニ ワトリでは感染後2日 目の虫体は0.385×0.185m

m,ラ ッ トでは0.355×0.175mmで ニ ワトリ寄生虫

体の方がやや大きいのに日をへるにつれてラット寄

生虫体の発育が早 く感染10日 目虫体ではニワトリ寄

生のものは0.682×0.290mm,ラ ット寄生のものは

0.786×0.293mmと な りあきらかにラット寄生虫体

の発育がよい事をしめしている.虫 卵の形成状態に

ついて もニワ トリ寄生のものは感染後6日 目で未着

色卵3個,ラ ット寄生のものは同じく感染後6日 目

虫体で未着色卵23個,着 色卵12個,合 計35個 であり

後者において発育はより良好である. 10日 目になる

とニワ トリ寄生のものは虫卵数83個,ラ ット寄生の

ものは118個 になる,排 卵開始日において もラット

は9日 目,ニ ワトリは10日 目,カ ナリアは18日 目で

あり,ラ ットが最も早い.し か しながら今回の実験

によりニワトリ,カ ナリア,メ ジロの如き鳥類 も実

験的によくMetagonimus属 吸虫の終末宿主になり

うる事が判明 した.

更 にこれらの宿主内において成熟 した虫体内卵子

の大きさを考えると横川 ・佐野ら(1964)19)は 横径

を重視 して横川吸虫と高橋吸虫の区別に役立つとの

べているが著者は単に長径と横径を測定するのみで

は不十分と考え横径を3個 所(A, B, C)(第1図)

において測定 し,そ れに長径(D)の 測定値 も出し,

これを虫卵の4部 位測定法と命名 した.こ の方法に

より求めた最大横径Bを1.000と してA, C, D各

部 の比を求める事により卵子の形態の単なる大小の

区別だけでな く,そ の形が細長型か小判型かを区別

する事が出来るものと考える. A, Cの 比が1.000

に近いほど小判型であり1.000よ り小さければ小 さ

いほどその卵子は細長型である.も ちろんBお よび

Dの 実測値が横川吸虫卵より大でなければ高橋吸虫

卵とする事は出来ない.著 者はBに 対するA, Cの

比 が0.910以 上の卵を高橋吸虫卵としたのである.

高橋(1929)10)の 実測値をこの方式にあてはめると

高橋吸虫卵ではDは1.57,横 川吸虫卵ではDは1.67

に なり横川(1929)2)の 実測値0.028 (0.0275-0.03

0)×0.016 (0.0155-0.0168)mmを この方式にあて
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は あ る と横 川 吸 虫 卵 子 のDは1.750と な る.今 回 ド

ジ ョウを ラ ッ トに投 与 して 得 たMetagonimus属 吸 虫

卵 子 に お いてDは1.557で あ りそ の実 測 値 は0.0324

×0.0208mmで あ つ た か ら本 吸 虫 を 高橋 吸 虫Meta

gonimus yokogawai takahashii SUZUSI, 1930と

同 定 した.(写 真10)

第2図　 横 川 吸 虫 卵 と高 橋 吸 虫 卵 の4部 位 の 比

む す び

ドジ ョウに 寄 生 す るmetacercariaを し らべMeta

gonimus属 吸 虫metacercaria　 50個 ず つ を ニ ワ トリ,

カ ナ リア,メ ジ ロ と ラ ッ トに 投 与 し次 の 結 果 を え

た.

1)ド ジ ョウ に はMetagoaimus属, Centrocestus

 nycticoracis, Echinostoma hortense, Echinostoma

 cinetorchis, Echnochdsmus periforiatusの5種 類

のmetacercariaが 寄 生 しそ の う ちMetagonimus属

吸 虫 が 最 も多 かつ た.

2)こ のMetagonimus属 吸 虫metacercariaを 動

物 に投 与 した 所,ニ ワ ト リ,カ ナ リア,メ ジ ロ に よ

く感 染 した が,そ の 虫 体 は ラ ッ ト感 染 虫 体 に 比 して

や や 発 育 が お そ か つ た.

3) Metagonimus属 吸虫 卵 子 の 測 定 法 に あ らた に

3横 径 と長 径 の4部 位 を測 定 し,そ の比 を求 め る4

部 位測 定 法 を 提 唱 した.本 法 によ り高 橋 吸 虫 と横 川

吸 虫 の 卵 子 の 鑑 別 は 従 来 の 単 に 長 径 と短 径 を測 定 す

る方法 よ り正 確 に な し う る事 を み とめ た.今 回 の ド

ジ ョウ に 寄生 す るMetagonimus属 吸虫 は 虫 卵 の4

部 位 測 定 法 を 用 い る事 に よ り高 橋 吸 虫 と同 定 した.

終 りに の ぞ み 本研 究 の御 指 導 を うけ た 日本 寄 生 虫

病 研 究 所 長 浅 田 順 一 博 士 に 深 謝 し,ま た ドジ ョウの

採 取 に 御 協 力 を え た草 浦 勉 氏 な らび に小 鳥 の飼 養 に

つ き教 示 を え た 尾道 愛 鳥 ク ラ ブに 感 謝 す る.
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写 真 説 明

1ド ジ ョ ウの鱗 片 に寄 生 す るメ タ ゴニ ム ス属 吸 虫 メ タ セ ル カ リア。

2同 上,拡 大 。 人 工 胃液 消 化 法 に よ る。

3ニ ワ トリNo. 1寄 生2日 目虫 体

4ニ ワ トリNo. 2寄 生4日 目虫 体

5メ ジ ロNo. 2寄 生10日 目虫 体

6カ ナ リアNo. 1寄 生23日 目 虫体

7カ ナ リ アNo. 2寄 生28日 目虫 体

8ニ ワ トリNo. 5寄 生10日 目虫 体

9ニ ワ トリNo. 4寄 生8日 目虫 体

10高 橋 吸 虫 卵 子(ニ ワ トリ寄生 虫体 内成 熟 卵 子)

付 図 説 明

1メ タ ゴ ニ ム ス 属 吸 虫 卵 の4部 位

2横 川 吸 虫卵 と高 橋 吸 虫卵 の 各 部 位 の 比.
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Researches on Heterophyes

(2)

Metagonimus Yokogawai Parasitic on the Loach: Its Infection 

Test on Birds and Its Adult Form

Kiyoshi Okahashi

Nippon Research Institute for Parasitic Diseases Hiroshima, Japan

(Director: Dr Junichi Asada)

Metacercariae parasitic on the loath living in Ashida River, Hiroshima Prefecture were 

examined by applying the artificial gastric juice digestion method to twenty loath which 

weighed from 28g to 46g, As a result, Metagonimus yokogawai was the largest in number, 

that is, its average number per loath was 18.8 on scales, 3.1 on gills, and 2.8 on muscles. 

Next to the largest was Centrocestus nycticoracis i.e., 5.1 on gills. Echinostoma cinetorchis, 

1.6 on gills. Echinostoma hortense, 2.5 on the inter-ventral membrane. Echinochasmus 

perfoliatus, 0.9 on gills.

Metacercariae of Metagonimus yokogawai thus collected were given to nine birds and also 

to five rats for the sake of contrast through mouth in such a way as follows; 50 metacercariae 

to every five chickens, from 250g to 325g in weight, the same to every two canaries 82g 

and 88g in weight, the same to every two white-eyes, 46g and 48g in weight and thee 

same to every five rats, from 98g to 120g. Afterwards, observation and studies were made 

on the number of metacercariae parasitic site, number of eggs in the uterus, first day of

 ovulation, size of eggs, and developing speed of the body in different hosts.

As a result, of 50 metacercariae given to each host, average 6.4 were detected in the 

chicken, 6 in the canary, 1.5 in the white-eye, and 17 in the rat. In both the cases of 

birds and rats, the parasitic site was mainly below the middle part of the small intestine. 

Difference in the developing speed of the body in different hosts was not perceived. Ovulation 

began on the ninth day in rat, on the 10th day in chicken, on 18th, in canary, and in the 

case of the white-eye, ovulation had not yet begun on the 10th day when it was dissected. 

Average size of eggs taken from 200eggs was 0.0324•~0.0208mm.

Hereby the author has decided to name this species as Metagonimus yokogawai takahashii.
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